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木田光郎 ･安倍 博 (名大･環境医研)
ヒトを高所環境即ち低圧低酸素環境下に匿くと､
覚醒水準の低下に伴う記憶力や作業遂行性の低下
が見られるoしかしヒト以外の霊長校では低圧低
酸素環境下での実験はなく､限界高度や低圧低酸
素環境への順化過程についての比較生物学的知見
はない｡そこで本研究では､ニホンザルを用いて
低圧低酸素環境即ち6000mまでの高庇上昇にとも
なう基本的な行動の変化および聴覚刺激に対する
大脳誘発電位の変化 (聴覚事象関連電位auditory
eventrelatedpotentials;ERPs)から､その行
動的 ･生理的順化の様子を予備的に観察した｡
披験体はニホンザル (Macaca/uscata)4頭
を用いた｡まず霊長研においてモンキーチェアへ
の順応および電極装着への順応を行なった｡その
後名古屋大学環境医学研究所の低圧低温シュミレー
タで実験を行なった｡脳波測定時に提示する聴覚
刺激には､80dBで持続時間6msecの純音を用
いた.周波数は5種頬 (500､1000､2000､4000､
8000Hz)で､そのうちの1つを基本刺激､残り4
つを信号刺激とした｡信号刺激は､基本刺激80に
対して20の出現頻度､1.5Hzの確率でランダム
に提示した｡また8mmビデオにより行動観察を
行なった｡以上の刺激系列を､Omから虫高高度
6000mまで1000m毎に提示し､ERPsの測定を行
なった｡各高度での滞留時間は20分または30分､
上昇速度は100m/minとした｡
まずOmにおいて､ERPsにPaX)に頬似する成
分はみられず､また刺激確率による影響はなかっ
た｡しかしERPsの振幅については刺激の周波数
による違いがみられ､2000Hzで最大振幅となる
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